
【国公立４年大】 
 ・鹿児島大学 
 ・香川大学 
 ・山口大学 
 ・名桜大学 
 ・北九州市立大学 
 ・長崎県立大学 
 ・宮崎公立大学 
 ・尾道市立大学 

  
 

  
 

  
 

【私立短大】 
 ・鹿児島女子短期大学 
 ・宮崎学園短期大学 
 ・中村学園大学 
 ・香蘭女子短期大学 
 ・関西外国語大学短期大学 
 ・大阪国際大学 

４月の行事予定表 
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鹿 児 島 県 立 徳 之 島 高 等 学 校 

【専門学校】 
〈医療・看護系〉 
 ・鹿児島医療技術専門学校 
 ・鹿児島医療福祉専門学校 
 ・鹿児島中央看護専門学校 
 ・福岡医療専門学校 
 ・福岡リゾート&スポーツ専門学校 
 ・福岡天神医療リハビリ専門学校 
 ・関西看護専門学校 
 ・京都医健専門学校 
 ・東京柔道整復専門学校 

 ３月３日（月），本校体育館にて，第17回卒業式

が挙行され，普通科50人，総合学科34人，計84人

が卒業しました。 

 ３年前，真新しい制服に身を包み，緊張した様子

で入学してきた生徒たちでしたが，３年間でたくさ

んのことを経験し，心も体も大きく成長して無事に

卒業証書を手にすることができました。 

 体育大会に文化祭，クラスマッチ，修学旅行など

のさまざまな行事に，「結の精神」で一致団結し，

あふれんばかりのパワーと笑顔で，エネルギッシュ

に取り組む姿は，いつも学校中を明るく元気にして

くれました。 

 ３年生になると，進路実現に向けて自分と向き合

う時間も増え，悩み苦しむことも多かったと思いま

す。そんな中でも夢と希望を忘れず，友人と切磋琢

磨しながらひたむきに努力を重ね，諦めずに最後ま

で戦い抜いてきました。この１年でさらに大きくた

くましく成長した背中に，後輩たちも大いに励まさ

れたことでしょう。 

 今後は，多くの生徒が「島立ち」をします。未知

の世界への一歩は，希望に満ちあふれていると同時 
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進路情報  

１７期生，旅立ちの時 

７日（月） 新任式 始業式 課題考査（３年普通科） 

８日（火） 入学式 ２･３年生は自宅学習 

９日（水） 
到達度テスト（全学年），第１回進路希望調査 

１学年オリエンテーション，１年：個人写真撮影 

10日（木） 
対面式，手帳ガイダンス，集団指導 

部活動紹介，１年：ちあふる， 

２･３年：学年オリエンテーション 

11日（金） 
身体計測，新体力テスト 

１学年オリエンテーション 

15日（火） １年：胸部X線検査 

17日（木） 検尿一次 

18日（金） １年：遠行，２・３年：遠足 

21日（月） 
家庭訪問，三者面談（～30日） 

デジ活ウィーク（～30日），検尿一次 

22日（火） 
統一LHR（生徒総会議題／文化祭テーマ決め） 

内科検診（～23日） 

24日（木） 検尿一次 

25日（金） 心電図検査 

30日（水） ２・３年：原付車体検査 

  
 

【公立短大】 
 ・鹿児島県立短期大学 

【大学校など】 
 ・鹿児島県立農業大学校 

〈調理・栄養系〉 
 ・今村学園ライセンスアカデミー 

 ・福岡ビジョナリーアーツ 

 
 〈情報系〉 
  ・鹿児島環境・情報専門学校 
  ・KCS鹿児島情報専門学校 

 〈ビジネス系〉 
  ・麻生公務員専門学校 
  ・鹿児島情報ビジネス公務員専門学校 

【就職】 
 ・航空自衛隊 ・陸上自衛隊 
 ・食品製造 ・介護 ・警備 
 ・配電工事 ・事務 ・造園 
 ・幼稚園  ・施工職 など 

に，たくさんの不安も押し寄せてくるものです。そ

んなときには，徳之島で過ごした18年間を思い出

し，さらに前へと進んでいく力に変えてくれること

を願っています。 

 この卒業生たちが，多くの知識と経験を自分のも

のとし，徳之島のために還元してくれる日が来るこ

とを楽しみにしながら待っていたいと思います。  

【私立４年大】 
 ・鹿児島国際大学  ・志學館大学 ・沖縄大学  ・南九州大学   
 ・九州国際大学   ・国際医療福祉大学・福岡国際医療福祉大学 
 ・九州産業大学     ・西九州大学   ・ウェルネススポーツ大学 
 ・岡山理科大学     ・福山大学  ・東亜大学  ・宝塚大学   
 ・関西外国語大学  ・奈良大学    ・大阪成蹊大学  
 ・森ノ宮医療大学 

 ３月中旬までに決まった進路情報になります。 

 進学か就職か，進学なら一般入試か学校推薦か総合型選抜か，就職なら県内か県外か…。多様な 

選択肢と受験方法の中から，「自分は何がしたいのか」「目標の実現のためには何が必要なのか」

ということを考えながら，それぞれに合った進路選択がなされました。 

 今後もさまざまな可能性が広がっていきそうです。 

～徳之島高校から「きゅうがめら！（こんにちは）」～ 

青い海・緑豊かな大地・赤く輝く太陽の下，イキイキと輝く徳高生の姿をPICKUPしました。 

祝 卒業 

 〈その他〉 
  ・沖縄ペットワールド専門学校 
  ・バンタンクリエイターアカデミー 



 

⑧しかし，そんな考え方は馬鹿げている。 

⑦今こそ自分を貫くときだ。 

⑥誰とも違う発想や工夫を駆使して闘え。 

⑤小さな者でも大きな相手に立ち向かえ。 

④それでも人々は無責任に言うだろう。 

③どうせ奇跡なんて起こらない。 

②わたしは，その言葉を信じない。 

①大逆転は起こりうる。 

 ・・・・・分の悪い勝負でも，最後の最後

まであきらめず，知恵を絞り，死力を尽くし

て闘えば，「奇跡は起きる」（かもしれな

い）という文章になります。同じ言葉を使っ

ても，その使い方（言う順番）を変えると，

まったく逆の内容の文章になります。 

 

 これは，今から５年ほど前に「西武・そご

うグループ」のＣＭで使われていたコピーで

す。 

 先日卒業していった徳之島高校の３年生

も，最後の最後まで困難に向かって懸命に挑

み，それぞれの進む道を切り開いて旅立って

いきました。 

 そして，これからも，私たちの行く先に

は，必ず何らかの困難が待ち受けていること

でしょう。でも，その時，「発想の転換」を

して挑めば，活路を見出せるかもしれませ

ん。 

 大切なのは，「挑戦すること」。新しいス

タートを切るすべての若者の健闘を祈りま

す。 

 

 ３月24日（月），今年度を締めくくるクラスマッチ

が実施されました。 

 今回は男女ともにバレーボールを行いました。今年

度最後の学校行事ということで，このメンバーでクラ

スマッチに出場できるのが最後というクラスも多く，

お互いに声を掛け合いながら必死にパスをつなぎ，み

んなで一丸となって戦っていました。 

 この一年間で培ったチームワークを存分に発揮でき

たクラスマッチとなったのではないでしょうか。 

 
【結果】 

〈男子〉        〈女子〉 

優勝 １年２組     優勝 ２年３組 

２位 ２年２組     ２位 １年１組さき 

３位 ２年３組Ｂ    ３位 １年１組さやか            

 先日，卒業式を無事とりおこ

なうことができ，３年生の背中

を見送りました。 

 桜の開花宣言も全国各地で聞

かれ始め，日本国中でいよいよ「巣立ち」の

季節を迎えています。 

 

 今回は，新たなステージに立つみなさんへ

のエールの意味を込めて，何年か前に流れて

いたＣＭをご紹介します。 

 まず，次の文章を①から⑪まで，上から順

に読んでいってください。 

①大逆転は起こりうる。 

②わたしは，その言葉を信じない。 

③どうせ奇跡なんて起こらない。 

④それでも人々は無責任に言うだろう。 

⑤小さな者でも大きな相手に立ち向かえ。 

⑥誰とも違う発想や工夫を駆使して闘え。 

⑦今こそ自分を貫くときだ。 

⑧しかし，そんな考え方は馬鹿げている。 

⑨勝ち目のない勝負はあきらめるのが賢明だ。 

⑩わたしはただ，為す術もなく押し込まれる。 

⑪土俵際，もはや絶体絶命。 

 ・・・・・「逆転なんて起こらない」・

「あきらめが肝心」・「どうせ負けるんだか

ら」…そんな文章です。 

 

 

 

 

 

 

 

 では次に，さっきの文章を下から順に並べ

替え，⑪から①の順に読んでいってくださ

い。 

⑪土俵際，もはや絶体絶命。 

⑩わたしはただ，為す術もなく押し込まれる。 

⑨勝ち目のない勝負はあきらめるのが賢明だ。 

クラスマッチ   

合格体験を聞く会 

 ３月19日（水），今月初めに卒業し，進学・就職でそれぞれ合格や内定を勝ち取った３年生

を迎え，「合格体験を聞く会」が行われました。 

 「４年制大学」，「就職・短期大学・専門学校」の二つのコースに分かれ，１・２年生は自分

の希望する進路に合わせてそれぞれの合格体験を聞きました。「生徒会活動やボランティアなど

の校外活動，資格取得に積極的にチャレンジしてほしい」，「勉強に集中できる環境に身を置く

のも効果的」，「うまくいかないときもポジティブな気持ちを保つことが大切」等，卒業生が受

験を通して感じたことや後輩たちに伝えたいことを率直に語ってくれました。在校生からも多

くの質問があり，代表者が自身の体験をふまえ，具体的に助言をしてくれました。 

 在校生からは「この春休みが勝負。将来の自分のためなので，それをモチベーションにして

いきたい」「行きたい大学や職業を明確にして，そこに行くためにできることを今のうちから

頑張りたい」等といった感想が寄せられ，進路意識がより一層高まった様子でした。 

校 長 雑 談  ～徳高プライド～   Vol.11 逆転の発想 


